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  冨井 忠雄 

2 月 19 日（土）曇り 23 名+37 名（外部） 

シイタケ菌打ちイベントを実施。参加者は児

童と保護者 37 名、当会スタッフ 23 名。 

 

2 月 24 日（木）晴れ 63 名+1 名（実習生） 

トンネル周辺で車と歩行者のニアミスがあ

ったことが報告され、これを警鐘として注意す

ること。また、BC の焚火で竹の破裂などがあ

り改めて火元には注意するようにとの話があっ

た。竹林整備について林野庁の視察があったこ

とが報告された。シニア自然大学校から入会予

定の東さんが参加。里山 G は、遊びの森イベン

ト後の撤収、榾木の運搬など。エコ G は、牛蒡

畑作り、ビニールハウスの修理完了など。景観

G は、竹林整備と点検。花班は、山野草園草取

りなど。ビオ班は、スイレン池の泥抜き、東池

の修復と整備。パト G は、1 コースのパトロー

ル、掲示板仕上げなど。果樹 G は、B 地区の鹿

除け棚の設置、ブルーベリー畑囲いの整備など。 

14 時 30 分に終礼を早め、終礼後に有志がひ

な人形の工作を行った。 

 

3 月 3 日（木）晴れ 67 名 

協働活動としてシイタケ菌打ち、植樹を実施。

協働活動に行く途中、完成したモミジ広場にて

記念写真を撮った。 

里山 G は、協働活動を主導したほか、薪割り 

など。エコ G は、牛蒡畑作り、チップ入れ、エ 

ンドウの支柱立てなど。景観 G は、ならやま大 

通り側面の竹林整備など。花班は、葉ボタンの 

撤去、タマスダレの移植。ビオ班は、東池の土 

手の改修、西池の泥の排出など。パトＧは、四 

季の丘の看板設置、自然の森観察路の倒木処理 

など。果樹 G は、キウイの棚作り、ブルーベリ 

ー畑の防草シートの除去。 

3 月 10 日（木）晴れ 73 名+近畿大学生 7 名 

春らしい日となった。4 月に予定していた 20

周年記念祝賀会の中止の報告があった。 

近大の北川先生と学生の来訪があった。里山

G は、里山林内整備、下草刈りなど。エコ G は、

種播き、ジャガイモ植付けなど。景観 G は、竹

林整備と花壇撤去など。花班は、BC 花壇の草

取りなど。ビオ班は、近畿大学の 7 名とタナゴ

池、ドジョウ池の調査など。パトＧは、2 コー

スの階段整備、3 コースパトロール、四阿のテ

ーブルの改修など。果樹Gは、イチジクの剪定、

誘引、バーグチップコンポスト作り。 

 

3 月 17 日（木）晴れ 69 名 

五月人形作りの案内と参加者募集、新入会員

の國方さんの紹介があった。また県より係長他

1 名が来訪した。里山 G は、薪棚つくり、竹林

の整備など。エコGは、エンドウのネット張り、

チップ作りなど。景観 G は、竹林整備と里山 G

の応援で真竹林の整備。花班は、花壇の草取り

など。ビオ班は、湿地内に水路を作る作業を行

う。クラブユートピアはアカマツ林の倒木を

BC へ、落葉をエコファームへ運ぶ。パト G は、

1 コースのパトロール、杭作り。果樹 G は、実

りの森に牛糞の受け入れ、杉の枝払いなど。 


